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11
ほおずき
大尽

赤い衣装に身をつつむナゾの殺
人鬼の跳梁。吉原の女郎からひ
かされて材木商の隠居万助の
世話をする美女お国の正体は。
怪事件の発生に人形佐七と辰
五郎・豆六の大活躍は始まる。
（第一話・ほおずき大尽）――全
12話収録。

○ 春陽堂

12
遠眼鏡の
殿様

元幕府勘定方を勤め、いまは頭
をまるめ名も竹斎という楽隠居
の身の赤松源之丞の道楽は遠
眼鏡。呼ばれた人形佐七と辰と
豆六がのぞいたとき、屋形船の
中では元吉原の花魁が死んで
いた。（第六話・遠眼鏡の殿様）
――全12話収録。

○ 春陽堂

13
地獄の花
嫁

海でつった大ボラの中から出て
きた不審な手紙、それには持参
金目当てにもらった嫁を近く殺す
という情婦への文が……。つっ
たのは辻講釈師の久米典山とい
う怪しい男であった。（第六話・
地獄の花嫁）――全12話収録。

○ 春陽堂

14
好色いも
り酒

品川の脇本陣で旅絵師の宇月
一瓢が惨殺された。一瓢の正体
は公儀隠密であって、最後まで
握っていた扇の半分と下手人の
探索とを十一代将軍家斉から直
直に命じられた人形佐七は…
…。（第一話・日蝕御殿）――全
12話収録

○ 春陽堂

15
春宵とん
とんとん

“まむしの丹三”の異名をもつ悪
御家人丹野丹三郎が雪の中で
殺されていた。その右手には鹿
の子しぼりの手がらが握られ、し
かも手のひらには切り傷が。人
形佐七の推理はさえる。（第一
話・春宵とんとんとん）――全12
話収録

○ 春陽堂

16
坊主斬り
貞宗

振袖稲荷の境内で絵草子屋の
娘お辻がかんざしの脚で首筋を
さされて殺されていた。大伝馬町
の呉服屋のひとり娘おつうと女
中のお種、浪人伴玉三郎がから
んでいた。佐七親分の捕縄のさ
えは。（第一話・銀の簪）――全
10話収録。

○ 春陽堂



17
くらやみ
婿

神田錦町でのれんを誇る呉服屋
甲州屋の番頭喜兵衛がお玉が
池の佐七親分のところにもちこ
んだ奇妙な相談ごとは……。錦
町小町の評判の総領娘のお松
を身重にした相手の捜索であっ
た。（第九話・くらやみ婿）――全
10話収録。

○ 春陽堂

18
三人色若
衆

佐七の幼友達の植木職巳之介
が性倒錯者。巳之介をめぐる稚
児万菊と鶴姫。彼がひかれる怪
人物大日坊のお小姓銀弥。その
大日坊が秘戯百態図の密房で
毒殺され、銀弥の首なし死体
が。（第八話・三人色若衆）――
全10話収録。

○ 春陽堂

19 女刺青師

女刺青師まぼろしお長の手によ
るみごとな入れ墨を背一面に
彫った辰巳芸者が惨死。そし
て、殺された茶屋女の背にも入
れ墨が……。奇怪な入れ墨おん
な連続殺人の波紋のゆくえは。
（第一話・女刺青師）――全10話
収録

○ 春陽堂

20
小倉百人
一首

小正月の晩にひらかれたお玉が
池町内の歌留多大会に出席した
頭巾の客――江戸一番の人気
女形嵐菊之助が、湯島境内で殺
された。その死骸のうえに殺され
た一枚の歌留多のなぞは。（第
一話・小倉百人首）――全10話
収録

○ 春陽堂

21 鼓狂言

伏魔殿――江戸城大奥では怪
事件が次々に起こっていた。三
月三日の桃の節句、お年寄の女
の争いが尾をひいて……。男子
禁制の女護ガ島大奥へ将軍家
斉のお召しで参上した佐七の身
にも毒牙が迫る。（第三話・鼓狂
言）全10話。

春陽堂

22
梅若水揚
帳

浅草雷門の雪だるまの中から一
糸まとわぬ死体となって発見さ
れた人気こままわしの色若衆梅
若。ひきつづく美女の死体の怪。
肥前岩槻藩堀田家が事件に関
係のあることをつきとめた佐七
は。（第一話・梅若水揚帳）――
全10話。

春陽堂

23 浮世絵師

屏風にのこされたまっ赤な血の
ひと筆がきは片目のねこ。殺さ
れた女の乳房のひとつはえぐら
れていた。怪人浮世絵師猫々亭
独眼斎の正体は。人形佐七、子
分の辰と豆六の前に意外な真相
が。（第十話浮世絵師）全10話
収録。

○ 春陽堂



24
緋牡丹狂
女

蔵前の豪商布袋屋四郎兵衛が
鈴が森で危難から救ってやった
娘の背には見事な緋ぼたんの
彫物が。養子福之助の妖しい若
衆姿がからんで九州岩戸藩をめ
ぐるナゾは……。――表題作
「緋牡丹狂女」他、人形佐七の
大活躍全10話収録。

春陽堂
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